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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  過去の加工画像が容易に検索でき、診断精度
の向上を図る。
【解決手段】  超音波画像処理装置２は、超音波デジタ
ルデータを超音波観測装置２から受け取るデジタルＩ／
Ｆ１１と、超音波デジタルデータに対して画像加工処理
を行うと共にパラメータを付与するＣＰＵ１２と、ＣＰ
Ｕ１２による処理に用いられるメモリ１３と、ＣＰＵ１
２により加工された画像データを格納しモニタ３に出力
するフレームメモリ１４と、ＣＰＵ１２により加工され
た画像データを保存するハードデイスク１５と、ＤＶＤ
－ＲＡＭ４を着脱自在に接続するＳＣＳＩＩ／Ｆ１６と
を備えて構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送受波して超音波走査
を行い、前記被検体からのエコー信号より超音波画像と
して表示することにより被検体の検査を行う超音波装置
において、
前記被検体からのエコー信号より前記超音波画像を生成
する画像処理手段と、
前記画像処理手段で生成された前記超音波画像に基づき
前超音波画像のステータス情報を生成するステータス情
報生成手段と、
前記超音波画像を前記ステータス情報と関連付けて記録
する記録手段と、
前記記録手段に記録された前記超音波画像を前記ステー
タス情報に基づき検索する画像検索手段とを具備したこ
とを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  被検体に超音波を送受波して超音波走査
を行い、前記被検体からのエコー信号より超音波画像と
して表示することにより被検体の検査を行う超音波装置
において、
前記被検体からのエコー信号より前記超音波画像を生成
する画像処理手段と、
前記画像処理手段で生成された前記超音波画像に基づき
前l超音波画像のステータス情報を生成するステータス
情報生成手段と、
前記超音波画像を前記ステータス情報と関連付けて記録
する記録手段と、
前記記録手段に記録された前記超音波画像を再生すると
きに再生された前記超音波画像に前記ステータス情報を
重畳して表示する超音波画像表示手段とを具備したこと
を特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波画像等を処理
する超音波診断装置に関し、更に詳しくは保管する画像
の検索処理部分に特徴のある超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、医用情報機器の発達は著しく、画
像処理装置、例えば超音波診断装置などが病院等におい
て広く使用されている。
【０００３】上記超音波診断装置においては、超音波画
像を種々の方法で加工し、加工した画像を含む超音波画
像を複数記録しており、患者の治療経過等を時系列で観
察することが可能となっている。
【０００４】ここで、超音波画像の加工とは、例えば超
音波３Ｄ画像を作成する際の表面抽出処理、多重エコー
をカットするｏｆｆｓｅｔ円の大きさの設定処理、超音
波３Ｄ画像表面につける色付け処理、超音波３Ｄ像を見
る視点設定処理、３Ｄ像を表示するのに使用したポリゴ
ン数設定処理、計測した面積エリアの形及び大きさの設
定処理、面積計測の線の色付け処理、体積計測の領域の
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色付け処理等の加工処理である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
超音波診断装置では、複数の超音波画像の中から所望の
画像を検索する場合、患者名あるいは患者ＩＤ等をパラ
メータとしているため、確かに患者の治療経過を観察す
るための画像検索は可能であるが、例えば現在観察して
いる画像を加工処理した際に、過去の加工画像を取り出
して比較診断することができないために、診断精度の向
上を図ることが難しいといった問題がある。
【０００６】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、過去の加工画像が容易に検索でき、診断精度の
向上を図ることのできる超音波診断装置を提供すること
を目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
は、被検体に超音波を送受波して超音波走査を行い、前
記被検体からのエコー信号より超音波画像として表示す
ることにより被検体の検査を行う超音波装置において、
前記被検体からのエコー信号より前記超音波画像を生成
する画像処理手段と、前記画像処理手段で生成された前
記超音波画像に基づき前l超音波画像のステータス情報
を生成するステータス情報生成手段と、前記超音波画像
を前記ステータス情報と関連付けて記録する記録手段
と、前記記録手段に記録された前記超音波画像を前記ス
テータス情報に基づき検索する画像検索手段とを具備し
て構成される。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【０００９】図１ないし図６は本発明の一実施の形態に
係わり、図１は超音波診断装置の構成を示す構成図、図
２は図１の超音波診断装置の画像記録処理の流れを示す
フローチャート、図３は図１の超音波診断装置の画像検
索処理の流れを示すフローチャート、図４は図１の超音
波診断装置の画像記録処理の変形例の流れを示すフロー
チャート、図５は図４の処理における図形分類を説明す
る説明図、図６は図１の超音波診断装置の画像検索処理
の変形例の流れを示すフローチャートである。
【００１０】図１に示すように、本実施の形態の超音波
診断装置１は、超音波を用いて患者の超音波断層像の生
成と表示を行う超音波観測装置２と、超音波デジタルデ
ータを超音波観測装置２から受け取り、受け取った超音
波デジタルデータを加工してモニタ３に表示するととも
に、外部記憶装置である例えばＤＶＤ－ＲＡＭ４に記憶
する超音波画像処理装置５とから構成される。
【００１１】超音波画像処理装置２は、超音波デジタル
データを超音波観測装置２から受け取るデジタルＩ／Ｆ
１１と、超音波デジタルデータに対して画像加工処理を
行うと共にパラメータ（ステータス情報）を付与するＣ
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ＰＵ１２と、ＣＰＵ１２による処理に用いられるメモリ
１３と、ＣＰＵ１２により加工された画像データを格納
しモニタ３に出力するフレームメモリ１４と、ＣＰＵ１
２により加工された画像データを保存するハードデイス
ク１５と、ＤＶＤ－ＲＡＭ４を着脱自在に接続するＳＣ
ＳＩＩ／Ｆ１６とを備え、これらデジタルＩ／Ｆ１１、
ＣＰＵ１２、メモリ１３、フレームメモリ１４、ハード
デイスク１５及びＳＣＳＩＩ／Ｆ１６は内部バス１７に
より接続されている。
【００１２】なお、外部記憶装置としてはＤＶＤ－ＲＡ
Ｍ４はこれにかぎらず、ＭＯ，ＣＤ－Ｒ，ＤＶＤ－Ｒな
どの可搬性のメディアでも良い。
【００１３】このように構成された超音波診断装置１に
おいては、超音波観測装置２が超音波音線データと超音
波音線データを元にした超音波断層像を生成する。音線
データ及び断層像データは、超音波観測装置２のデジタ
ルＩ／Ｆ出力より出力され、超音波画像処理装置５内の
デジタルＩ／Ｆ１１に伝送される。
【００１４】画像データの記録処理は、超音波画像処理
装置５において、ＣＰＵ１２により音線データ及び断層
像データを内部バス１５を経由してメモリ１２に書きこ
み、図２に示すように、ステップＳ１で画像加工を実施
し、ステップＳ２で加工結果を数値化してパラメータと
する。そして、ステップＳ３で加工した画像データのヘ
ッダに画像加工のパラメータを記録し、ステップＳ４で
パラメータを有した画像データをハードデイスク１５内
に構築されている画像データベースに記録する。
【００１５】また、例えば現在観察している画像に対す
る診断に有効な過去の加工画像の画像データの検索処理
は、図３に示すように、ステップＳ１１で図示しないキ
ーボード等を用いてパラメータの中から所望の検索キー
を指定することで、ステップＳ１２でＣＰＵ１２により
ハードデイスク１５内に構築されている画像データベー
スより検索キーを含むパラメータを有する画像データを
検索し、ステップＳ１３でＣＰＵ１２によりモニタ表示
イメージに加工され、フレームメモリ１４に書きこむこ
とで、モニタ３に画像を表示する。また、画像データは
ＳＣＳＩＩ／Ｆ１６経由でＤＶＤ－ＲＡＭ４に保存でき
る。すなわち、ＣＰＵ１２では、画像とともに記録した
パラメータを元に検索をし、操作者が指定したデータを
呼び出して、前記したようにモニタ３に表示する。画像
加工のパラメータとしては、超音波３Ｄ画像を作成する
際の表面抽出のしきい値、多重エコーをカットするｏｆ
ｆｓｅｔ円の大きさ、超音波３Ｄ画像表面につけた色、
超音波３Ｄ像を見る視点、３Ｄ像を表示するのに使用し
たポリゴン数、計測した面積エリアの形、大きさ、面積
計測の線の色、体積計測の領域の色などを採用するとと
ても効果的である。
【００１６】このように本実施の形態では、画像加工の
パラメータは、画像とともに記録され、パラメータを元
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に検索されて、画像が再表示される。画像加工の結果を
元に検索して画像を探し出して再生できるため、使い勝
手が良くなる。
【００１７】なお、画像データの検索のために画像加工
のパラメータを用いたが、これに限らず、例えば、画像
の特徴部分の輪郭を図形分類して、この図形分類をパラ
メータとして検索するようにしてもよい。
【００１８】詳細には、画像データの記録処理は、図４
に示すように、ステップＳ２１で画像の特徴部分、例え
ば臓器あるいは病変部の輪郭線を抽出する。そして、ス
テップＳ２２で抽出した輪郭線を図５に示すように図形
分類し、その番号をパラメータとする。次にステップＳ
２３で画像データのヘッダに図形分類のパラメータを記
録し、ステップＳ２４でパラメータを有した画像データ
をハードデイスク１５内に構築されている画像データベ
ースに記録する。
【００１９】また、例えば現在観察している画像に対す
る診断に有効な過去の加工画像の画像データの検索処理
は、図６に示すように、ステップＳ３１で現在観察して
いる画像の検索したい臓器あるいは病変部の輪郭を抽出
する。そして、ステップＳ３２で抽出した輪郭線を図５
に示したように図形分類し、その番号をパラメータとす
る。そして、ステップＳ３３でＣＰＵ１２によりハード
デイスク１５内に構築されている画像データベースより
該パラメータを有する画像データを検索し、ステップＳ
３４でＣＰＵ１２によりモニタ表示イメージに加工さ
れ、フレームメモリ１４に書きこむことで、モニタ３に
画像を表示する。
【００２０】このように画像の特徴部分の輪郭を図形分
類して、この図形分類をパラメータとして検索すること
で、画像を輪郭抽出するだけで、以前輸郭抽出した類似
の画像を検索でき、類似の症例を探すのが簡単になり、
装置が扱いやすくなる。
【００２１】［付記］
（付記項１）  生体へ超音波を送受波して走査を行い、
得られたエコーデータを用いて前記生体内の超音波断層
像を表示する超音波診断装置において、前記データ及び
画像をデジタル化した上で加工する画像処理手段と、前
記画像処理手段の加工結果を数値化したパラメータを生
成するパラメータ生成手段と、前記画像処理手段により
加工した前記データ及び画像と前記パラメータを関連付
けて記憶する画像記憶手段と、前記パラメータに基づき
前記画像記憶手段を検索して前記データ及び画像を探す
検索手段とを備えたことを特徴とする超音波画像処理装
置。
【００２２】（付記項２）  前記パラメータは、関連付
けられる加工された前記データ及び画像の画像ヘッダと
して記録される
ことを特徴とする付記項１に記載の超音波画像処理装置
（付記項３）  前記パラメータは、前記生体内の患部を
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輪郭抽出した結果を図形分類化した図形分類記号である
ことを特徴とする付記項１に記載の超音波画像処理装置
【００２３】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、過
去の加工画像が容易に検索でき、診断精度の向上を図る
ことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態に係る超音波診断装置の
構成を示す構成図
【図２】図１の超音波診断装置の画像記録処理の流れを
示すフローチャート
【図３】図１の超音波診断装置の画像検索処理の流れを
示すフローチャート
【図４】図１の超音波診断装置の画像記録処理の変形例
の流れを示すフローチャート
【図５】図４の処理における図形分類を説明する説明図*
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*【図６】図１の超音波診断装置の画像検索処理の変形例
の流れを示すフローチャート
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波観測装置
３…モニタ
４…ＤＶＤ－ＲＡＭ
５…超音波画像処理装置
１１…デジタルＩ／Ｆ
１２…ＣＰＵ
１３…メモリ
１４…フレームメモリ
１５…ハードデイスク
１６…ＳＣＳＩＩ／Ｆ
１７…内部バス

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】 【図６】
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储器13用于CPU 12的处理，帧存储器14用于存储CPU 12处理的图像数
据并输出到监视器3，硬盘15用于存储CPU 12处理的图像数据，DVD-
RAM 4是可拆卸的 它配置有连接到的SCSI I / F16。
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